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これまでに紹介した
「親の学びプログラム」を活用するまでもなく、毎年、参加者数の確保にも、企画内容のバリエーションにも特段苦労することなく、家庭
教育学級や家庭教育講座を運営されている地域
が
あります。
　ここでは、２つのＮＰＯ法人の取組例をもとに、人が集まる循環をつくるだけでなく、集まった人たちが学びを深め、その学びを家庭や地域に還元している姿をご紹介します。
)
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) (
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③
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注）
上図①～③の冊子について
①
わたしへのごほうび講座記録
誌
大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」
（平成１９年
３月
）
②
男の子育て
IN
流山-父親の子育てハンドブック
ＮＰＯ法人パートナーシップながれやま
・流山子育てプロジェクト
（平成２４年
１月
）
③
子どもたちを災害から守る！私にもできる防災・減災ノートIN流山
　　
ＮＰＯ法人パートナーシップながれやま
・流山子育てプロジェクト
（
平成２６
年
１月
）
※いずれも、連続講座の修了生と講座の企画担当者とで作った成果物
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